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平成２６年度 第１回小牧市児童館運営委員会会議録 

日 時 平成２６年７月１０日 木曜日 １０時～ 

場 所 市役所本庁舎 ４階 ４０２会議室 

参加者 【運営委員】 山盛英二、丹羽三枝子、宮内真由美、船橋由美、辰川みつゑ 

大森健司、沖本喜久江、竹内美香、山下美和 

 【事務局】 小塚部長、伊藤次長、須崎課長、長江主幹、平岡補佐、 

清水センター長、杉山館長、鷲見館長、波多野館長、山本館長、 

水野館長、都馬館長、坪井館長、日比野係長、若林担当 

欠席者 【運営委員】 来冶英治 

傍聴人 無 

司 会 須崎課長 

１ こども未来部

長 

あいさつ 

 

 

 

 

 

２ 自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に暑い日が続いています。 

お忙しい中、第 1回児童館運営委員会にご出席していただきお礼申し上げます。第 6

次小牧市総合計画の新基本計画の中の都市ビジョンのひとつに「こども夢・チャレン

ジ№１都市」を掲げています。子ども達のさまざまなチャレンジを地域全体で応援す

る都市を目指しており、児童館への期待は大きい。25 年度の事業報告や児童館につ

いて、委員の皆様に忌憚のないご意見をいただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

 

運営委員、事務局の順に自己紹介。 

【運営委員】 

山盛英二（知識経験者）少年センター所長 

丹羽三枝子（知識経験者）元指導保育士 

宮内真由美（児童委員） 

船橋由美（児童委員） 

辰川みつゑ（児童委員） 

大森健司（関係団体役員）小中学校校長会代表 

沖本喜久江（関係団体役員）女性の会代表 

竹内美香（関係団体役員）小中学校ＰＴＡ連絡協議会代表 

山下美和（関係団体役員）子ども会連絡協議会代表 

 

【事務局】  

伊藤次長、長江主幹、平岡課長補佐、日比野係長、若林主事、児童センター長清水、

味岡児童館長杉山、篠岡児童館長鷲見、小牧児童館長波多野、南児童館長山本、北里

児童館長水野、西部児童館長都馬、大城児童館長坪井 
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司会 

 

 

 

３ 委員長、副委

員長選出 

司会 

 

 

委員 

 

 

 

司会 

 

 

 

委員長あいさつ 

 

 

 

 

副委員長あいさつ 

 

 

司会 

 

 

 

 

議事（１） 

児童センター長 

 

 

 

 

議事に入る前に会議の定足数に関して報告します。小牧市児童館の管理に関する規則

第１４条第２項で過半数５名の出席が必要とされていますが、本日は９名の委員が出

席しており、会議は成立しています。 

 

次に、委員長と副委員長の選出に入ります。委員の任期が満了となり、新たに就任し

ていただき、委員長と副委員長が不在となっております。規則第１３条第１項におい

て「委員会に委員長及び副委員長１人をおき、委員の互選によってこれを定める。」

とあります。どなたか意見はございますか。 

 

引き続き山盛委員に委員長を、副委員長には今回から委員となった丹羽委員にお願い

できたらと思いますが、いかかでしょうか。 

全員一致で承認。 

 

それでは、皆様のご賛同をいただきましたので、山盛委員に委員長を、丹羽委員に副

委員長をお願いしたいと思います。 

ここで委員長、副委員長にごあいさつをお願いいたします。 

 

月に１度くらいのペースで土日に児童館を巡回しています。よく利用する常連の方と

まったく利用していない方の差が大きく、知らない人は知らないで終わっていると思

う。誰もが使いやすい児童館にしていって欲しいと思う。 

 

 

最近児童館に行ったが、親子が笑顔で利用しており、職員の対応も温かく気持ちよく

利用できた。中学校区に１つ児童館が設置されており非常に充実している。 

 

それでは、議題に入ります。委員会の進行は、規則１３条第２項で「委員長は、委員

会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。」ことが規定されていますので、委

員長よろしくお願いします。 

質問につきましては事務局の説明の後にいただきたいと思いますのでお願いします。 

 

平成２５年度児童館実績報告について 

・平成２５年度児童館運営委員会開催報告について 

資料１により説明 

・平成２５年度児童館利用実績報告について 

資料２により説明 

・平成２５年度児童館行事活動報告について（資料３） 
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児童センター長 

 

 

 

 

 

味岡児童館長 

 

 

 

 

 

篠岡児童館長 

 

 

 

 

 

 

小牧児童館長 

 

 

 

 

 

 

小牧南児童館長 

 

 

 

 

 

北里児童館長 

 

 

 

年間行事については季節的な行事、伝統的な行事、児童センター独自のイベントなど 

職員とアイデアを出しながら行っています。行事の対象が幼児、小学生が中心にな 

りがちなのでボランティアという形で中学生にも参加をしてもらっています。その中 

で縦のつながりができたり、ボランティアの中学生も人の役に立てて嬉しいという気 

持ちが持てるように働きかけています。 

 

テスト勉強のためやギターや卓球の貸し出しを始めたこともあり、高校生の利用が多 

くなりました。大きな行事としては６月の読み聞かせは盛況、夜にかけて行った８月 

のフェスティバルは楽しいものになりました。また、参加人数は少なかったが、サマ

ーナイトスクールは算数、数学、科学の授業をしてもらい充実した内容でした。地域

のサポーターに助けてもらいながらすすめることができた１年でした。 

 

２５年度の総利用者が２４年度に比べ減少しているのは、夏休み１ヶ月間、遊戯室の

床の張替え工事があり、その影響です。地域のおやじの会の協力で毎月コンサートを

行っています。大人向けのコンサートから最近は親子で楽しんでもらえるような内容

になってきています。夏祭り肝試しでは篠岡小学校を借り、ニューイヤーコンサート

では篠岡中学校の生徒に演奏をしてもらっています。このように近隣の小中学校との

連携を深めています。 

 

いろいろな遊びや体験をとおして友だちとの輪を広げるを重点目標に行事を計画し

ています。また、来館者に対しては楽しく過ごしてもらえる居場所作りを心がけてき

ました。幼児や低学年の子ども達の来館が多く、高学年の子ども達はクラブなど忙し

く、合間をぬって遊びに来るという状況です。夏祭りにポン菓子をし、ひな祭りにお

こしもちを作るなど年配の方にも珍しがられたりしました。児童館２期目となり安心

安全の児童館を職員と目指していきます。 

 

児童館は楽しいところというコンセプトで行っています。春は節分の豆まき、ひな祭 

り、夏は七夕の笹をロビーに飾り来館者につけてもらうなど、伝統的な文化を知らせ 

ています。夏祭りはコミュニティセンター、運営協議会、児童センターの３者でコン 

サートなど企画し、大勢の方が参加します。三世代交流でハロウィンをおこなったり、 

地元の関係を深めながらクリスマス会をおこなっています。 

 

幼児、小学生は増加したが、中学生が 400 人ほど減少しました。落ち着いて勉強でき 

るスペースがないので年齢にみあった提供の仕方が今後の課題です。20周年を記念 

して愛称を公募し、「きたっこはうす」に決まりました。館だより等で周知をしてい 

ます。クリスマス会で北里中学校の生徒に出演を依頼したり、お茶会では地域の方の 
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西部児童館長 

 

 

 

 

 

 

大城児童館長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

協力をしていただいたりと地域とのつながりができています。こうした恒例行事を引 

き続き、続けていきます。 

 

季節にあった行事を企画したり、地域の方を講師に招いておこなっている。虫歯予防 

教室では地域の歯科医を招いて親子対象に話を聞いたり、西之島出身の力士を呼び、 

一緒に相撲をとったりした。コミュニテーの文化祭で 3回講座で生け花教室をした 

り、地域の方を招いて茶道をしたりしました。また、地域の方から豆をもらい、なか 

なか家庭ではできない豆まきをしました。中高生が利用できるよう、4 月から学習室 

を午後、使用できるようにしました。 

 

桃花台地域で小中学生が減ってきているが、トータル的に利用者は増加しています。

子育て親子の利用が多く、市外からの利用もあります。子育て支援の充実を各館図っ

ているが、大城児童館は 0 歳児の親子支援の充実強化をしています。早いうちから児

童館を利用し、友達を作って欲しいという思いからです。主だった行事としては、父

母会の主催の人形劇、地域サポーターが活躍したわらべ縁日、バンブーロックフェス

では中高生、大学生のバンド演奏の発表の場となりました。3 月は実行委員会方式で

どんなわらべかんまつりにするか話し合い、開催しました。 

 

それぞれの地域の実情に合わせた活発な活動報告をしていただきました。委員の皆さ 

んで今の報告を聞かれ、ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 

篠岡小学校の子ども達は喜んで児童館に来館し、中学生は活躍させてもらっていま 

す。ありがとうございます。 

  

小中学校をうまく巻き込んでいろいろな活動をしていただいているということでし 

た。そのほか活動の質問でもよろしいです。 

 

児童館に行ける親子やお子さんは良いが、児童館に行きたくても行くことの出来ない 

親子やお子さんがいます。児童委員として声をかけていかなければならないが、目が 

届きません。そうした親子やお子さんに児童館として何かしていただけないか、気を 

配っていただけないでしょうか。 

 

今は、大人数の家族も少なくなり、1人で家にこもりがちな子どもも多いと思います。 

うちの児童館はこのような方法でたくさんの子に来ていただいているという例があ 

ればお願します。 
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児童センター長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

議事（２） 

児童センター長 

 

 

議事（３） 

事務局 

 

 

委員長 

 

５ その他 

児童センター長 

 

 

 

事務局 

 

 

司会 

 

 

 

 

 

初めて子どもを連れてくるのに児童館の敷居が高いと言われる方もみえます。そのよ 

うな方が来館されましたら、こちらから声をかけたり、来やすい雰囲気をつくるよう

どの児童館も心がけています。また、児童館に来れない子については行事やこんな遊

びがあるとＰＲし、友だちが友だちをよんで来てくれるように働きかけています。 

 

イベントがきっかけで来館することもあるし、口コミで他市から来館されるというこ 

とも聞きます。そのような方法をとりながらも来館されない親子、子どもたちにどう 

アプローチしていくかが課題になるでしょうか。他の館の方でこんなことをしている 

ということがあればお願します。なければ後でお受けするということで、次に移らさ 

せていただきます。 

 

平成２６年度児童館運営委員会開催計画について 

資料４により説明 

質問なし 

 

篠岡児童館指定管理期間満了に伴う公募について 

資料５により説明 

質問なし 

 

予定されている議事は以上です。事務局お願いします。 

 

小牧市児童館のしおりについての説明 

「地域ブランドサミットＩＮ小牧」に児童館も参加、「こまキッズフェスタ」は例年

のようにテーマにそい、進行中です。愛知県児童館活動発表が 27 年 2 月 6日にあり 

8 館で進めています。 

 

市では７月より赤ちゃんの駅事業として、おむつ替えの設備や授乳の設備を備えた民

間施設及び公共施設を登録し、赤ちゃん駅のステッカーを貼って周知しています。 

 

これをもちまして 26 年度第 1 回運営委員会を閉じさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

 

 


